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令和6年7月2日（火）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗 
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＜連絡事項＞
・7/3（水）午後13：30～16：00の間Ａユニットが断水となります。
（もしかしたらBユニットも含め）

＜入室状況＞
【入院】
・上野　揚子様～東病棟Cユニット6号室

【転出】
・市沢　貞子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット204号室

＜患者様連絡事項＞
・浅沼　佑香様～柞木田Dr指示にて本日より9時～16時の開放観察開始の指示あり。

・横田　健様～身体拘束開始となっている。点滴は本日まで。
夕から経管栄養開始。
・工藤　美江様～退院時処方19日分処方。

・若沢　理子様～眠前薬変更となっている。

＜柞木田Dr診察＞
・山崎　まり子様～食事摂取量少ないため、本日より点滴開始指示あり。
食事については「アレルギーがあるから」と拒否がち。
今後アレルギー検査予定だが、市民病院では心因性の湿疹と診断を受けていたと。今後湿疹が出るようなら皮膚科受診の指示受ける。

・赤坂　順市様～頭皮に水いぼがある気がするとの訴えあり。皮膚科受診の指示うける。
血圧低値のため、持参薬のアジルサルタン中止の指示受ける（除剤済み）

・和田　昌様～ラモトリギン、アリピプラゾール増量。ラツーダは中止。レボトミン25mg追加の
指示受ける。

・宮本　久美子様～処方変更無し。西病棟転出可。薬価確認の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつ開放観察実施。傾眠がちで臥床しすごされ
ている。食事や水分補給時は起き上がり全量摂取。不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～20:00～8:00の時間隔離中。不穏さなし。過度な飲水行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・浅沼　佑香様～終日隔離中。開放中も自室から出て来ず臥床し過ごされている。不穏、興奮無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。				

[bookmark: _GoBack]・横田　健様～14：12身体拘束開始となる。拘束後も介入時の拒否抵抗は変わらず見られている。不穏・興奮変わらず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。
				
＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和6年7月2日　14：48　
　氏　　名：上野　揚子（うえの　ようこ）様
　生年月日：S16年3月24日(83歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深沢Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　　R6.2.16徘徊や物忘れ、易怒性を主訴に入院治療希望あり当院初診。
　同日入院となっている。症状改善しR6.5.3に介護老人保健施設南山
　苑へ入所。同年6月7日より痛みを大声で訴え続けることから、同日
　室岡整形外科記念病院を受診。左頚部内側骨折の診断となり、八戸
　赤十字病院へ紹介となる。同日八戸赤十字病院にて手術を施行。
　同年6月21日に抜糸し、同日再度介護老人保健施設南山苑へ入所と
　なっている。5月の入所当初より徘徊や不眠、易怒性は見られてい
　たが、現在も継続して見られており、睡眠は1日おきとなっている。
　食事は食事介助があれば摂取することが出来ている。指示動作は入
　らず、徘徊が続いており目が離せない状態。介入に対しても易怒的
　でたたくなどの粗暴行為も見られている。八戸赤十字病院入院中も
　看護師に対して叩く・車いすから立ち上がり徘徊をするなどがあり、
　車いす上でベルトを使用していた。南山苑・家族より入院での薬剤
　調整希望あり6月27日当院受診。薬剤調整行い、7/2医療保護入院
となる。
　

